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三
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精
鋼

切
削
加
工
の
強
み
生
か
し
差
別
化

二
次
加
工
な
ど
ニ

ズ
対
応
で
受
注
増

会
社
概
要

佐　藤　社　長

年に秋田県にかほ市に開設した
本社・新工場

▽
売
上
高

約

億
円

▽
本
社
所
在
地

秋
田
県

に
か
ほ
市
芹
田
字
六
坊


▽
社
長

佐
藤
勉
氏

▽
電
話
番
号

０
１
８
４




３
８
１
１

▽
扱
い
品
種

普
通
鋼


工
具
鋼

炭
素
鋼

特
殊

鋼

ス
テ
ン
レ
ス

ア
ル

ミ

樹
脂

伸
銅
品

　
三
和
精
鋼
︵
本
社
・
秋
田

県
に
か
ほ
市

社
長
・
佐
藤

勉
氏
︶
は

１
９
８
１
年
の

創
業

産
業
機
械

半
導
体

製
造
装
置

航
空
機
関
連
向

け
に
鉄

ス
テ
ン
レ
ス

ア

ル
ミ
な
ど
幅
広
い
素
材
を
用

い
た
製
品
需
要
に
対
応
し
て

い
る


　
以
前
は
金
型
材
料
向
け
の

普
通
鋼
炭
素
鋼
工
具
鋼


特
殊
鋼
な
ど
素
材
の
在
庫
販

売
も
行

て
い
た

﹁
他
社

が
や
ら
な
い
こ
と
を
や
る
﹂

と
い
う
差
別
化
方
針
の
も

と

近
年
は
加
工
販
売
に
大

き
く
シ
フ
ト
し

現
在
は
加

工
品
売
り
上
げ
が
全
体
の
約

８
割
を
占
め
て
い
る

客
先

の
一
品
物
に
対
応
す
る
切
削

加
工
が
強
み
で

ス
テ
ン
レ

ス
の
６
面
フ
ラ
イ
ス
加
工


他
社
が
敬
遠
す
る
１

角
程

度
の
大
型
ア
ル
ミ
プ
レ

ト

の
加
工
販
売
に
注
力
す
る


ま
た
客
先
か
ら
図
面
提
供
を

受
け
た
二
次
加
工
か
ら
仕
上

げ
・
検
査
ま
で
一
貫
し
て
請

け
負
う
全
加
工
の
仕
事
も
増

え
て
お
り

ユ

ザ

の
省

力
化
ニ

ズ
に
応
え

コ
ス

ト
削
減
を
実
現
し
て
い
る


　
２
０
１
８
年
に
現
在
の
に

か
ほ
市
芹
田
に
本
社
・
新
工

場
を
建
設
し
た


年
に
は

日
本
国
機
工
︵
山
形
県
鶴
岡

市
︶
を
Ｍ
＆
Ａ
で
傘
下
に
収

め

精
密
機
械
加
工
の
拠
点

と
し
て
い
る

営
業
は
北
東

北
︵
青
森

岩
手

秋
田
︶

を
本
社

南
東
北
︵
宮
城


山
形

福
島
︶
を

年
に
山

形
県
天
童
市
に
開
設
し
た
山

形
営
業
所
で
カ
バ

す
る


佐
藤
社
長
は
プ
ロ
パ

と
し

て
昨
年
社
長
に
就
任

地
域

密
着
型
の
営
業
展
開
で

か

つ
て
の
つ
な
が
り
を
掘
り
起

こ
す
﹁
人
と
の
つ
な
が
り
﹂

を
重
視
す
る


　
足
元
の
経
営
課
題
を
﹁
人

材
不
足

若
年
採
用
﹂
と
語

る
佐
藤
社
長

全
従
業
員
１

３
０
人
中

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能
実

習
生
が

人
を
占
め
る
ほ

か

社
員
の
平
均
年
齢
は


歳
︵
実
習
生
を
除
く
︶
と
高

く

若
年
者
確
保
が
急
務
な

状
況
に
あ
る

そ
の
た
め
労

働
力
不
足

品
質
安
定
化


生
産
性
向
上
に
向
け

来
年

度
以
降

両
頭
フ
ラ
イ
ス
の

老
朽
更
新

自
動
面
取
り
機

の
導
入

工
場
レ
イ
ア
ウ
ト

の
変
更
な
ど
を
検
討
・
予
定

し
て
い
る


　
足
元
の
稼
働
率
は
７
割
程

度
だ
が

こ
こ
に
き
て
半
導

体
製
造
装
置
向
け
の
需
要
が

上
昇
傾
向
と
い
う
﹁
こ
こ
数

年
先
送
り
さ
れ
て
き
た
が


年
明
け
か
ら
追
加
オ

ダ


も
入
り
始
め
て
い
る
﹂
と


今
後
の
需
要
復
調
を
見
込
ん

で
い
る

　
︵
小
室
　
慎
︶


